『千載和歌集』の研究--『久安百首』秋歌の研究検討から by 速水 結美子
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はじめに　『千載和歌集』は文治四年（一一八八年）に編纂された七番目の勅撰和歌集である。平氏都落ち直前の寿永二年
（一一八三年）二月に後白河院の撰集院宣が平資盛によって藤原俊成に伝えられた。俊成は仁安年間（一一六六年～六八年）には、すでに散逸した歌集『三五代集』とみられる撰集を私に編んでいたようであり
（注１）
、 これをもとに『千
載和歌集』をまとめ上げたとされる。　
すなわち、俊成は実際に『千載和歌集』を完成させる以
前、約二十年も前から勅撰和歌集の準備を進めていたといえる。　
本論文では、撰者である俊成自身の詠みぶりや彼の好ん
だ趣向を探り、それらが『千載和歌集』にどういった影響
を及ぼしているのかを検討する。一
　『久安百首』からみる俊成歌の特徴
　『久安百首』は康治二年（一一四三年）ごろ崇徳院によって題が下され、久安六年（一一五〇年）に初度奏覧がなされた。そして、個人別百首の成立の翌年、院は百首の部類を俊成に命じ、俊成は仁平二 二 中に全作者の一四〇〇首を主題別に部類配列 、奏覧した。これが通称『久安百首』部類本と呼ばれる第二次本である。　そして、これまでの先行研究の多くが、俊成の携わった
『久安百首』部類本と『千載和歌集』の関わりについて論じたものであった。　
例えば、青木賢豪氏の論文
（注２）
では、次のように『久安
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百首』部類本の重要性を述べている。
　
このようにしてみると、俊成が千載集を編纂するに
際しては、部類前の久安百首ではなく、自身で部類した久安百首部類本を資料としたものであり、それも単なる撰集の資料としてではなく、一部に百首の原構成を直接千載集の構成にとり入れ、利用しようとした意図をうかがうことができる。
　
また、山本晶子氏の論文
（注３）
では、 『久安百首』部類本
の内容と『千載和歌集』の関連性について、時間の推移がみられることや、特に四季部において久安百首歌が連続して配置されていることを指摘されている。
　
俊成が『千載集』を編むにあたって『久安百首』部
類本作成の経験を参考にしている は、採られた久安百首歌や両者に共通の収録歌題の多さ みならず、「時鳥」 ・ 「月」の歌群が二分されていること、 『久安百首』部類本で連続していた歌 順序が『千載 』に採られても変わっていない箇所があること、といった構成上の共通点からも窺える。そして、 れら 箇所は、季節の変化、時間の推移を反映するという意図のもとに編集されていることがわかる。
　
しかし、部類分けを俊成が行ったことと、三十年もの間
を経て俊成が『千載和歌集』中の約一割に上る一二六首の和歌を『久安百首』から採っていることは、直接繋がりを
持つとはいえないのではないか。もちろん、俊成が百首の部類分けを経験した中で得たものを、 『千載和歌集』編纂に際して生かし取り入れていることはあるだ うが、あくまでも はすでに揃えられ 和歌 歌題ごとに並べ替え、整理するこ にその目的があ 。よって、選ばれた優れた詠み手の作品の中に、 多少好みに反する詠みぶりや難とする和歌があった場合も俊成の一存 外すことができない。一方、ただひとり撰者 なった『千載和歌集』の編纂では、自身の判断 良 とする和歌 みを、多くの資料から選りすぐって構成することができる。この点については『久安百首』を部類することと『千載 集』編纂の大きな差異といえよう。俊成の真の嗜好は、詠み手がゆるやかな歌題設定のなかで 由に詠み上げた部類前の『久安百首』歌からみて れる。それゆえ、部類前 久安百首』を検討したい
（注４）
。
　
次にあげる歌群は『久安百首』の俊成歌、秋二十首であ
る。 『久安百首』は春部・夏部・秋 ・冬 ・恋 ・神祇部・慶賀部・釈教部・無常部・離別部・羈旅部・物名 短歌部といったかなり大まかな歌題設定であった このうち秋部を検討するが、検討にあ りこの二十首の和歌の歌材となっている語句を、私案と てそれぞれ取り出し ものが次に示した表であ なお、表の各項目 最初の語句が歌題であり、歌材に「音」を詠み込んで る和歌については
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字体を変えて表記した。以下も同様である。
831八重葎さしこもりにしよもぎふにいかでか秋のわけてきつらん832荻の葉も契ありてや秋風のおとづれそむるつまと成り ん833七夕の船路はさしもとほからじなど一とせにひとわたりする834みしぶつき植ゑし山田にひたはへて又袖ぬらす秋は来にけ835何事もおもひすつれど秋はなほ野辺のけしきのねたくも有るかな836夜もすがら妻どふしかのむねわけにあたらま萩の花散りにけり837身のうさもたれかはつらきあ ぢふに恨みても啼く虫の声かな838夕されば野べの秋風身にしみて鶉なくなりふ くさの里839露しげき華のえごとに宿りけり野ばらや月のすみ なるらん840石ばしる水の白玉かずみえて清滝川にすめる かげ841月よりも秋は空こそ哀なれは ず すまんかひなからまし842月の秋あまたへぬれどおもほへずこよひばかり 空のけしきは843いかにして袖にひかりの宿るらん雲井の月 へだ こし身を844秋の月またもあひみん我が心つくしなはてそさら なの山845月も日もわかれぬものを くればよを がしともたれさだめけん846夢さめむ後の世までの思出にかたる かり める月かな847此世にはみるべきもなき光かな月も仏 ち ひ ら は848衣うつひびきは月 なに れやさえ行くままにすみのぼる ん849山川の水のみなかみたづねきて星かとぞみるしらぎ の花850もとゆひ 霜おきそへて行く秋はつらきもの らをしくも有るかな
久安百苗　俊成
八重葎、蓬生
荻の葉、秋風
七夕、船路
山田、稲、引板、袖
野辺
妻問ふ鹿、萩の花
虫の声、浅茅生
夕、野辺、秋風、鶉鳴く、深草の里
露、野原、月
月、水の白玉、清滝川、月かげ
月、空
月、空
月、袖、雲井
月、更科の山
月、日
月、夢、後の世
月、此世、光、仏
衣うつ、月
水上、白菊の花
霜、元結
831
832
833
834
835
836
837
838
839
840
841
842
843
844
845
846
847
848
849
850
　
まず注目すべきは、やはり
840番歌から
847番歌における
「月」を歌材とした和歌の占める割合が非常に多い点である。また、月歌群直前の
839番歌、直後の
848番歌についてそ
れぞれみていくと、
839番歌は野原一面の花ごとに露が宿り、
その露に映り込む の美しさを詠んでいる。この和歌の主題は野原の花に宿る「露」となるが、歌材として「月」も詠み込んでい 月歌群直後の
848番歌についても同様のこ
とがいえる。冴え冴えとした の昇る夜 描写がうら寂しく響きわたる砧 音を際立 せていることがわかるが、あくまで主題は「衣うつ」音、つまり「擣衣」であろう。二首は主となる歌材がそれぞれ「野原」 「擣衣」 異なっているが、歌の素材として「月 も詠み んでおり、歌材が
− 20 −
替わるに際しての移行が滑らかになるよう意図的に並べられている
（注５）
。俊成は和歌を詠む際、前後の和歌の語句と
その歌材の繋がりを意識していたといえよう。　
次に、二つ目の特徴として、多くの和歌に野原や野山な
どの自然 なかに見られるものが情景として詠まれている。月歌群に入るまえの和歌九首に注目すると、
831番歌は
生い茂った蓬生や八重葎を情景とした初秋の気配、
832番歌
は秋風になびく荻の葉、
834番歌には山田に植えられた稲と
引板の音、
835番歌は野辺のけしき、
836番歌は妻問う鹿に押
し分けられて散りゆ 萩 花
837番歌では浅茅生にとまる
虫の声の情景、 『千載和歌集』にも入集させている
838番歌
では野辺に吹く と深草 里 響く鶉 鳴き声、
839番歌
では野原 露に月が映っている様子、というように
833番歌
の七夕歌を除きいずれも自然のなかに見られるも 情景として詠まれていること 指摘できよう。　
さらに三つ目の特徴としては、これら
831番歌から
839番歌
の和歌において、 そのほとんどが「音」を詠み込んでおり、直接的表現はなくとも れを連想するこ ができる和歌内容となっている。具体的にみていく 、
832番歌には荻の葉
が秋風になびいて揺れる際の乾いた葉擦れ 音が聞こえ、直前の
831番歌においても、はっきりと示されていないもの
の幾重にも生い茂った蓬生 葉擦れの音 思い浮かべることができる。なお、この は『古今和 集』秋上の第一首
目である
169番歌「あききぬとめにはさやかに見えねども風
のおとにぞおどろかれぬる」を意識したとみられ、 『千載和歌集』秋上の第一首目
226番歌も「あききぬとききつるか
らにわがやどの荻のはかぜの吹きかはるらん」 いうように、風による秋の到来を詠んだものとなっている。また、
834番歌では田畑で鳥獣を追い払うための引板の音が詠まれ
ているなど、
836番歌から
838番歌における動物の鳴き声や虫
の音のほかにも、多くの「音」が詠まれてい ことが認められる
（注６）
。
849番歌の「山川の水のみなかみ」から思い起
こされる山 上流を流れる川 情景からも激しい水音が聞こえてくる
（注７）
。以上のような点が俊成 『久安百首』か
ら読み取れよう。二
　『久安百首』からみる顕輔・清輔歌の特徴
　
同時代に歌壇で活躍し、約三十年前におなじく勅撰集撰
者として『詞花和歌集』を編纂した藤原顕輔と そ 子清輔の『久安百首』秋部を比較検討す 。　
以下に俊成歌とおなじく顕輔の秋部二十首を掲げ、歌材
となっている語句をそれぞれ抽出し一覧表にした。
330ころも手のまだうすければ朝まだき身にしむ物は の初風331霧ふかき杣山おとすいかだしの岩こす棹をおもひこそやれ
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332色色の玉とぞみゆる秋の野の千草の花における白露333七夕のあふ夜 きけばあぢきなくわが心さへ空にこそなれ334銀あまのがは
川横ぎる雲や織女のそらだき物のけぶりなるらむ
335夜もすがら人まつむしの声きけばさもあらぬ袖も露けかりけり336あまつ風雲吹払ふ秋 夜は月よりほか 物なかりけり337秋の夜の月のひかりにさそはれてしらぬ雲路に行くこころかな338秋風にただよふ雲のたえまよりも 出づる月の影のさやけさ339秋はぎの花さきぬれば山里 鹿の音ちかく かぬ夜ぞ き340しめゆひし甲斐こそなけれ女郎花心もしらぬ風になびけば341浦山 穂に出でにけり花すすきおもひこめて くるしきものを342わぎもこがすそ野に匂ふふぢばかま露 むすべどほころびにけり343秋の田のいほさ しづ とまをあらみ月とともにや守りあかすらむ344くるたびにかりかりとのみ鳴くなるを故郷にて いかにとぞ く345おもふらん心ぞしるきから衣ながき夜すがらうちあかし る346あふ坂の木の下陰をひくほどはさやかにみえ きりは の駒347おもふ事なにしもあらぬ夕ざれにこころまどはすさをし のこゑ348秋ごとにみれば小倉の山しもぞした葉もあけ もみ わたれる349暮れて行く秋ををしむといたづらにおもひ こそ木がらし 風
久安百首　顕輔
初風、衣手、朝
霧、杣山、岩、棹
白露、野、千草
七夕、夜、心、空
銀川、雲、織女、空薫物の煙
松虫の声、袖、露
月、天つ風、雲
月、雲路、心
月、風、雲、影
萩、山里、鹿の音
女郎花、心、風
花すすき、穂、浦山
藤袴、裾野、露
秋の田、庵、苫、月
雁、故郷
長き夜、心、唐衣
桐原の駒、逢坂
鹿の声、夕ざれ、心
紅葉、小倉の山
暮秋、木がらしの風
330
331
332
333
334
335
336
337
338
339
340
341
342
343
344
345
346
347
348
349
　
一覧表をみて明らかなように、顕輔の秋部の歌群では俊
成ほど月に偏らず、駒迎えや紅葉といった堀河百首題にある歌材を用いて和歌を詠んでいる
（注８）
。また、音に関する
歌材も、顕輔歌では
335番歌の虫の声や
339・
347番歌の鹿の音、
344番歌の雁の声といった四首に表れるのみ とどまってい
る。俊成歌にみられた風に揺られて起こる葉擦れの音に対しても、顕輔歌での風は
330番歌のように肌寒さを感じさせ
る風であり「音」を詠んではおらず表 いるとはいえないだろう。他にも、
336番歌のように雲を払うため 風、
340
番歌の女郎花の花をなびかせる風と うように顕輔の詠む風は「音」を感じ ための風 はない。秋部最後の
449番歌
に詠まれる風につい 同様に、 「木がらし」に「焦がる」
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を掛けており、風の情景というよりも技巧的な表現として風を使用している。　
また、
339番歌から
342番歌に顕著なように、顕輔も草花と
いった自然を歌題として和歌を詠んでいる。しかし、鹿の音を詠み込んだ
339番歌以外では、恋や女性を連想させる機
智的な表現として用いているのである。女郎花は女性に喩えられることが多いが、
340番歌は末の「心もしらぬ風にな
びけば」で、 「なびく」という語句を用いて、浮ついた徒っぽい人間の心のさまを詠み込んでいる。また上句の「しめゆひし甲斐こそなけれ」からも、自分 相手とを結びつけるという人間的描写がみてとれる。次に
341番歌であるが、
心中の思いが表に出てしまう点 『古今和歌集』 「花すすき我こそしたに思いしかほに でて人にむすばれにけり（秋上・
748） 」に似通った詠みぶりとして表れている。最後
に
342番歌の藤袴は「裾」 「ほころぶ」といった表現を伴っ
て用いられている。つまり、これ の草花は単に植物 すなわち自然として情景に詠まれて るの はなく、 やその心のさまを表し である。 特徴 、自然の情景を多く和歌にとり入れて る俊成とは大きく異なっている点といえよう。　
おなじく『久安百首』秋部清輔歌二十首についても詳し
く比較する。
933山里は庭のむら草うらがれてせみのなくねも秋めきにけり934おもひやる心もすずし彦星の嬬まつよひのあまの羽ごろも935あだし野とひとはいへども女郎花くる秋ごとに色もかはらず936女郎花あだにはたれもおもはぬをなにをあかす 露けかるらむ937わが宿のもとあらの萩の花ざかりただ一むらの錦とぞみる938うす霧のまがきの花のあさじめり秋は夕とた かいひけむ939秋の野のはぎの錦にとぢられて駒うちいれむひまだにもなし940たつたひめかざし 玉のををよわみみだれにけりとみゆ しら露941高砂の尾上の風やさむからんすそ の原に鹿ぞなくなる942霧のまにあかし せとに入りにけり浦 松風おとにしるしも943しほがまの浦吹く風に霧 れて八十島かけてすめる月影944筑波山しげきかひなし秋の夜の月 入るにはさはらざりけり945おもふ事有りとなければ 夜 あさ戸 けてぞながめられ る946夜を残す老の寝ざめにおきゐつつ秋 ともしびかかげ尽しつ947ひにそへて声よわり行く蛬いまいくよとてつづ さすらん948かぎりなきよはひのみかはみるま に心ものぶるしら菊949春ながらとしはくれねと思ひしは紅葉みるにぞくやしか る950立田山松のむら立なかりせばいづくか こるみどりならま951山下のかぜなかりせばわが宿の庭のもみぢを誰はらはまし952鳴く虫のいのちとみゆる秋 ればくるるはさこそかな かるらめ
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久安百首　清輔
山里、蝉
彦星、嬬、天の羽衣
女郎花、あだし野、色
女郎花、露
萩、錦
霧、まがきの花、朝
萩、錦、駒
龍田姫、白露
鹿、高砂の尾上の風、裾野の原
霧、明石の瀬戸、松風、音
風、塩竃の浦、霧、月影
秋の夜の月、筑波山
秋の夜、朝戸
寝ざめ、秋の灯
蛬
白菊の花、心
紅葉
紅葉、立田山、松の叢立
紅葉、山下の風
鳴く虫、秋
933
934
935
936
937
938
939
940
941
942
943
944
945
946
947
948
949
950
951
952
　
清輔歌も顕輔歌とおなじく俊成歌に比べて月を歌材とし
た和歌はわずか二首ほどと少なく、秋の風物である紅葉や名所などさまざまな歌材を詠んでいる。 「音」が情景に詠み込まれている和歌についても、
933番歌の蝉の声、
941番歌
の鹿の声、
942番歌の松風の音、
947番歌の蛬の声、
952番歌の
虫の音と、顕輔歌より一首多く五首となって ものの、俊成歌 九首には及ばない。 た、風の「音」に関して検討してみると、
943番歌に見られるように、霧を払うための
風であるなど、俊成歌のように風で「音」を表現する試みは認め得ない。自然のなかに見られるものを詠んだ和歌についても、
935・
936番歌の女郎花歌二首のように、顕輔とお
なじく花そのものの情景 いうよりも、女性に見立て 恋
の情景を比喩的に詠んでおり、俊成歌とは趣が異なっている。三
　『千載和歌集』秋歌の検討
　
つづいて『千載和歌集』の秋歌の検討を行う。以下に、
秋上・秋下の
226～
301・
302～
386番歌を先ほどと同様に一覧で
載せ、それぞれに歌題と歌材となる語を抽出した。なお、表の各項目の最初 語句が 題 が、題知らずについては前後の和歌などを参考に、私案 して題 選定また、 『久安百首』から俊成が自撰した和歌には網かけを施している。　
まず、 『千載和歌集』 における俊成の自撰歌に注目すると、
秋上・秋下の俊成自撰歌は次 四首であり そのすべ声や音が詠まれている。
229やへむぐらさしこもりにしよもぎふにいかでか秋のわけてきつらん259夕されば野べのあきかぜ身 みてうづら鳴くなりふか草のさと284石ばしるみづのしら玉かずみえて清滝川にすめる月影333さりともとおもふこころもむしのねもよわりはてぬ 秋のくれかな
　
先に述べたように、
229番歌は前後の和歌に風の描写があ
ることからも、 秋風による葉擦れ 音が 現されていよう。そして、俊成の代表歌ともいえる
259番歌では、自然のなか
に見られるものとして「うづらの鳴き声」が詠まれる。
284
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番歌の「石ばしる」は枕詞としても知られているが、水が岩の上を激しく走り流れる様子を詠んでおり、 「みづのしら玉」 が飛散っている情景からも激しい水音がきこえよう。最後の
333番歌では、秋の暮れゆくさまを虫の音が弱くなっ
てしまったことになぞらえて詠んでいる。そもそも、鹿の鳴く声のような一般的な音の素材が『千載和歌集』秋上・秋下に十九首あり、多く詠まれてい が、俊成は
259番歌の
鶉の声や
284番歌の水流の音など、他にはみられない音や声
を詠み込んだ自身の和歌を『千載和歌集』に加えるこ で、集全体の音の表現を豊かにしていることが読み取 。　
加えて、
284番歌には、水の描写と同時に月の光が詠まれ
ている
（注９）
。 『久安百首』でも「月」を秋歌の半数にわた
り歌材としている俊成の、秋の月を重要視している特徴がここにも表れているのではないか。実際に『千載和歌集』に詠まれている月を歌材にした和歌は、秋上・秋下だけでも三十五首 上る。　
また、この月歌と同様に『千載和歌集』において多く使
われている歌材に、鹿の鳴く声があり、その数は十九首に及んでいる。鹿の声のみならず、 秋部上下全体で見たとき秋上では
226番歌から
301番歌までの七十六首中、三・八割の
二十九首、秋下では
302番歌から
386番歌までの八十五首中、
五・六割の四十八首で「音」を情景に詠んで ことがわかった。秋上では、七夕歌群や月歌群と ったよう 、あ
る程度歌材の定まったものが多いことを考慮しても、高い比率を示しているといえよう。　
以上のことから、部類前の『久安百首』俊成歌では、顕
輔歌や清輔歌に比べて多様な「音」を詠み込んだ和歌が多かったが、 『千載和 集』において 同様のことがいえることがわかった。四
　『詞花和歌集』秋歌の検討
　『千載和歌集』では月歌や自然の情景を多く詠み、音を表現する歌材を多岐に渡って意図的に取り入れているが、これらの特徴は、 『詞花和歌集』ではどのようであ か、比較していく。以下に藤原顕輔の編んだ 詞花 歌集』の秋歌を『千載和歌集』と同様に一覧にし なお、網かけを施した箇所は前と同様に『久安百首』 ら顕 が自撰した和歌である。　『詞花和歌集』の秋部では、鹿の声が詠まれた和歌は
124
番歌と
125番歌の二首にとどまっており、 『千載和歌集』に
比べ極端に少ない。代わりに『千載和歌集』で七 にとどまった七夕歌を、 秋部全体の二割近い十首採っているなど、その差異が顕著 表れている。一方で、 『詞花和歌集』において月歌は十三首入っ おり、全体を踏まえる その比率は高いといえよう。しかし、採っている月歌の特徴が千
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載・詞花両集で異なっている。　『詞花和歌集』の
94番歌から
102番歌までの九首に及んで
は、詞書に「三条太政大臣の家にて、八月十五夜に水上月ということをよめる」 、 「関白前太政大臣の家にて、八月十五夜のこころをよめる」とあるように、すべてが八月十五日の完全で美しい満月を詠んでいる。しかし『千載和歌集』秋上・秋下において、三十五首に上 和歌のうち、八月の 夜を詠んだものは一首も見受けられな 。 『千載和歌集』では、
336番歌と
337番歌において「後冷泉院御時、
九月十三夜 月宴侍りけるに、よみ侍りける」 、 「十三夜のこころをよめる」とあるように、八月十五日の夜につ で月が美しいとされている九月十三日の夜の月を詠んだ和歌を入集させているのである。両集を比べてみると、ここも俊成・顕輔両撰者の価値観の細かな違いを見て取 こができる。　
また、 『千載和歌集』における『久安百首』俊成自撰歌
に注目したように、 『詞花和歌集』の顕輔自撰歌 ついてみてみる。
88あまのがはよこぎるくもやたなばたのそらだきもののけぶりなるらん
　
雲を七夕の織女の薫きしめ 「そらだきもののけぶり」
と詠むなど知巧性に富んだ内容になって る。また、 『詞花和歌集』において七夕歌群は十首と十分多く、顕輔はそこに自身の歌を加え おり、俊成に比べて、人の行事であ
る七夕題を重要視していることがわかる。　
先にも挙げたとおり、 『千載和歌集』では秋上の歌の三・
八割、秋下の歌の五・六割と う高い比率で何らかの音を詠み込んでいた。一方で、顕輔が編んだ『詞花和歌集』秋部では、
82番歌から
139番歌までの五十八首中、二・四割に
あたる十四首で音を和歌に詠んでいる。数値からしてみても、 両者の差は明らかである。また、 同じ音であっても『詞花和歌集』では
107番歌や
108番歌のように荻の葉風の音や、
鹿の声、虫の音といった表現が主であり、俊成のように、多岐に及んで音を詠み込もうとはしていない。 ここにも 『久安百首』 詠みぶり同様、 撰者の趣向 差異が表れている。おわりに　
以上、部類前の『久安百首』秋歌における俊成・顕輔・
清輔の三者の和歌の検討、 『詞花和歌集』 との比較考察から『千載和歌集』秋上・秋下には部類前の『久安百首』俊成歌の特徴が反映されていることが明らかとなった。 つまり、『千載和歌集』には若かりし頃の俊成の詠みぶりが色濃く打ち出されている。 『久安百首』にみられた三点 特徴のうち『千載和歌集』に反映されているのは 特に自然の中の「音」への関心であろう。　
こうした、和歌の情景に音を詠み込むことに価値をお
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き、さまざまな音を豊かにとり入れようとする俊成の特徴は、何に起因するのであろうか。おそらく、若かりし頃の俊成の今様との関わりが大きな影響を持っているのではないか。今様は独特の音律をもって「声に出して歌う」ものであった。大野順子氏
（注
10）は「俊成の実作には今様の影響
を受けた歌々が幾つもみられ、さらには後代 影響を及ぼす可能性の高い歌合判に 今様が取りこまれていた様子」があると指摘している。 『久安百首』に今様をとり入れた和歌があることや、歌合判詞 今様が用いられている点
（注
11）は、 俊成が音を重視することからきているのではないか。
俊成の理想の和歌についての記述が、 『古来風躰抄』 次のようにある
（注
12）。
　
歌はただよみあげもし、詠じもしたるに、何となく
艶にもあはれにも聞ゆる事のあるなるべし。もとより詠歌といひて、声につきて善くも悪しくも聞ゆるものなり。
　
和歌が「詠歌」と呼ぶごとく、詠み上げる際の音の響き
によって和歌そのも がよくも悪くも変化すると捉えている。 『千載 集』下命者の後白河院は、和歌にはあまり熱心に関わろうとしなかったが今様にはいたく熱中した。俊成は後白河院の好んだそのような今様を肯定的に受け止め、和歌の世界に生かそうという意識を持って のではないか。この点についてはさらに調査をし、考えていきた
い。　
本論文中における和歌の引用は、断りのない限りすべて『新編国
歌大観
C
D
-R
O
M
　
V
er.2 』 （ 『新編国歌大観』編集委員会監修
　
角川書
店
　
二〇〇三年）による。
──────────注１
　
順徳天皇の記した『八雲御抄私記』に「三五代集俊成」とあり、
仁安年間には撰集作業が開始されていたことが『長秋詠草』 『山家集』 『清輔集』など各家集の内部徴証によって明らかとなっている。
２
　
青木賢豪「千載集の撰集資料について
︱
堀河・久安両百首の場
合︱」 『季刊文学・語学』第四十九号
　
一九六八年九月
３
　
山本晶子「 『久安百首』部類本から『千載和歌集 へ
︱
編集方針
の継承と展開︱」 筑波大学平家部会論集』第七巻
　
一九九九年
４
　
部類前の 『久安百首』 に関する論文に細川知佐子氏の 「俊成の 『久
安百首』 「春」 と 「秋」 の歌材と構成︱顕輔との比較を中心に︱」 （ 『國語國文』第七十六巻第十号
　
二〇〇七年十月）がある。
５
　
に関連して、細川知佐子氏は（注４）において、 「月の歌群の最
後に、季節の流れを次へ 送る歌材である擣衣を取り合わせた手法」と述べている。
６
　
細川氏は（注４）の論文において次のように述べている。 「６の
妻問いの鹿の声 ７のあたかも誰かを恨むような虫 声、 いう秋の物悲しい情景を一層際立たせる声の重なりの最後に、 ８の『伊勢物語』深草 女 化身「鶉」の鳴く が
　
詠まれているのである。
そして、この歌を境として、９では一転静寂の中にある月の歌と
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なり、動物の物悲しい声のする情景から、静寂への転換がなされているのである。つまり「夕されば」は、音を重視した構成配列の中で生み出された秀歌と うこともできよう。加えて、月の歌群の後には、擣衣の「衣うつ響き」が詠まれており 哀切な鶉の声は、月の歌群を挟んで、寂寥感漂 砧の音へと続く趣向となっている。 」
７
　
831・
832番歌から想像される葉擦れの音、
849番歌から思い起こさ
れる「山川の水のみなかみ」について、細川氏の（注４）の論文では述べられていない。
８
　
堀河百首題を多く詠む傾向があることが、 （注４）の細川氏の論
文で指摘されている。
９
　
渡部泰明氏は、 「千載和歌集に照る月」 『上智大学国文学紀要』 （第
十三号
　
一九九六年三月）において、
284番歌では「
清滝ヽ
川のたぎ
りゆく清冽な流れの まと、その水飛沫一つ一つを輝き照らす月の明るさ・美しさ」が同時に表現されて ると述べている。10　
大野順子「藤原俊成の和歌と今様」 『中世文学』第五十五号
　
二〇一〇年六月11　
具体的には、 「六百番歌合」や「千五百番歌合」の判詞において
みられる。前掲（注
10）の大野氏の論文の指摘による。
12　
橋本不美夫他校注『新編日本古典文学全集
　
第八七巻
　
歌論集』
小学館
　
二〇〇二年一月
（はやみ
　
ゆみこ）
